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　本シリーズでは、最先端の科学技術や教育に関するトピックをできる

だけ分かりやすく解説するとともに、多様な分野においてマルチフィジ

ックス解析ソフトウェアCOMSOL Multiphysics® がどのように利用され
ているかを紹介します。

 　企業のエンジニアの方にも大学生にも、これから有限要素法による固体力
学シミュレーションを利用しようとする方に最初に学んでいただきたいの

は、実際の事象をいかに数理的に表すかという数理モデリング(mathematical
modeling)です。
　本書では、ソフトウェアの種類によらず、共通に必要な数理モデリングに

焦点を当てて述べます。計算力学を専門としない方、つまり、有限要素解析

ソフトウェアを問題解決のツールとして利用するだけの設計者などのCAEソ
フトウェアユーザにも、数理モデリングを学んでいただくことを念頭に執筆

されています。さまざまな事例を通じて、付加価値をお伝えすること、およ

び、そのためには数理モデリングあるいは数理的表記がキーとなることをお

伝えします。

内容紹介

マルチフィジックス有限要素解析シリーズ

シミュレーション事例で数理モデリングのスキルを習得！
マルチフィジックス有限要素解析シリーズ 9

これからはじめる
固体力学シミュレーション
初学者のための数理モデリングと

確率的シミュレーションへの発展

 

全国の書店・ネット書店にてお求めい

ただけます。お取り扱い店は以下の

ウェブページをご覧ください。

https://www.kindaikagaku.co.jp/book_l
ist/detail/9784764961180/
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